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時代変化は、そのより優れた企業現実を有し、これらが新たな競争を製品と価格において求
めるものである。 
 
これらは進歩と進化が存在し、それら現実が優れることへの理解は、先端企業システム構築
における新たな市場参加を提案するものである。 
 
これらは効率性や⽣産性において、より優れた企業システムへの転換は、価格競争な品質の
向上などにおいて、時代先端性という現実⽉優れるため、それら現実は不可避の選択なので
ある。 
 
これら時代先端性はグローバル市場における新たな現実であり、これら競争という現実に
対して、より優れた企業運営基準と環境は、企業の⼤きな強さを与えるためのである。 
 
これら企業の⽣産の⾃動化やシステム運営は、⾼い効率性や⽣産性を有することから、企業
経営における判断として不可避の現実なのである。 
 
これら競争という現実と変化は、遥かに想像に勝るスピードでその変化を有するのである。 
 
これらが既存現実として存在するため、企業経営における判断は既存基準から、新しい現実
への理解とともにその経営判断を要求されるのである。 
 
これらは新しい企業の形が、その企業システムの転換を要求し、それら新しい企業経営基準
における新しい現実を実現する必要性が存在するのである。 
 
これらは明らかに企業の挑戦であり、より優れた企業環境はその製品とともに、新しい可能
性を有するのである。 
 
これらグローバル化する市場における新しいスタンダードは、遥かに優れた企業環境を有
することから、これら現実への企業転換は正しい企業の選択であると考える 


